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第 6章　１．赤穂市歴史文化基本構想の考え方

1．赤穂市歴史文化基本構想の考え方

（1）歴史文化を「楽しむ」ために

本構想では、赤穂の歴史文化を「地域に根差した歴史文化」、

「地域を越えた歴史文化」、「赤穂を代表する歴史文化」の 3 つ

の視点に分けてまとめました。市内の歴史文化遺産を網羅した

のは赤穂市初の試みで、また膨大な数の歴史文化遺産が視点ご

とに整理されたことによって、これまで見えていなかった地域

の特色や、埋もれていた歴史文化遺産が見事に浮かび上がって

きました。

今回の成果で明らかになった地域の貴重な歴史文化遺産を、

地域の人々にもっと知ってもらいたい。また次世代の子どもた

ちや赤穂を訪れる人に伝えてほしい。さらに歴史文化を誰かに

伝える喜び、分かち合う楽しさを感じてほしい。本構想には、

こんな想いが込められています。

本構想は、地域の歴史文化を紐解き、楽しむための第一歩な

のです。

（2）歴史文化がまちづくりに果たす役割

『赤穂市総合計画』（平成 23 ～ 32 年度）において定められた赤穂市の目指す都市像は「人

が輝き　自然と歴史・文化が薫る　やさしいまち」です。この都市像が示すように、自然や歴史、

文化の豊かさとは、赤穂のまちの豊かさそのものです。地域の豊かさの源である歴史文化を認

識し、由来や先人の努力を知るようになると、歴史文化を守り伝えようとする心を育み、地域

に住むことへの「誇り」が生まれます。住民が誇れるまちは、まちづくりの活性化につながり、

まちの魅力を高め、まちのブランド力の向上、定住促進、交流人口の増加等へも寄与すること

につながります。このように歴史文化遺産は、地域の存立基盤であると同時に、まちづくりを

進めるための重要な財産になり得るのです。

近年は、少子高齢化や人口減少が現実的な課題として浮かび上がっており、特に、祭りや伝

統行事がすでに存続の危機にさらされています。担い手不足は現実的な人の不足という問題だ

けでなく、地域コミュニティの維持を困難にさせるとともに、これまでに培われてきた地域独

自の知恵の継承も困難になるなど、歴史文化の存続にとって大きな痛手となります。

少子高齢化や人口減少は歴史文化だけでなくまち全体の切実な問題ですが、全国的な事例を

見れば、まちの再生に成功した地域は、そのほとんどが歴史文化を活かした活動に基づいてい

ます。これからのまちづくり及びコミュニティの存続は、地域の歴史文化なくしては不可能で

あると言っても過言ではありません。

　有年歴史公園を楽しむ

有年地区には弥生・古墳時代
の集落跡を復元した遺跡公園
と弥生時代の墓を復元した遺
跡公園があり、さまざまに活
用されています。
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第６章　　歴史文化を保護・活用するために

（3）歴史文化遺産を知り、活用することが歴史文化を守ること

歴史文化遺産は、みなさんの身近にあります。

それは逆に、気づかれないうちに簡単に失われて

しまう危険性と隣り合わせであることを示して

います。歴史文化をまちづくりに活かすために

は、まず歴史文化遺産が保護されなければなりま

せんが、その第一歩は「忘れないこと」です。「歴

史文化遺産の保護」というと難しく聞こえます

が、地域にたくさんの歴史文化遺産があることを

知り、驚いたり共感したことを誰かに伝えたりす

ることは、立派な「保護」なのです。歴史文化遺

産を知り（知る）、大事に思い（守る）、活用する

（活かす・伝える）ことが、歴史文化遺産を守る

ことにほかなりません。こうした活動は、行政だ

けでなく興味を持った人が誰でもできることで

あり、実際に赤穂の様々な歴史文化を今日まで守

り伝えてきたのは、地域の人々なのです。

本構想でまとめた歴史文化や歴史文化遺産

は膨大な数であるため、法律的な制度や行政に

よる取組のみでは、すべてを保護できるもので

はありません。地域の人々の「想い」を集める

ことが歴史文化遺産の保護につながり、それが、

まちづくりへの貴重な資源となるのです。

また地域の魅力を伝えることによって、地域外の人々が行ってみたい、深く学びたいな

どの反応が返ってくることもしばしばあることでしょう。こうした積み重ねが交流人口を増

やし、まちの活性化につながることになるのです。

図 31	 歴史文化の保護・活用とまちづくりのサイクル

　　獅子舞の練習（鷆和）

各地区の秋祭りで盛んにおこなわれている
獅子舞には子どもたちも登場することが多
く、地域ぐるみの練習は歴史文化遺産の継
承だけでなく世代間交流やコミュニティの
維持にも重要な役割を果たしています。

๛͔ͳまち

ΕΔまちތ ॅΈଓ͚͍ͨまち
ॅΈ͍ͨまち歴史文化のอ׆・ޢ༻

歴史文化遺産を知る

歴史文化遺産を
守る・伝える
活用する

歴史文化遺産を
継承する
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第６章　2．歴史文化を守り伝えるための「あるべき姿」

2．歴史文化を守り伝えるための「あるべき姿」

赤穂市では、目指す都市像「人が輝き、自然と歴史・文化が薫るやさしいまち」を実現する

ため、赤穂市総合計画（平成 23 ～ 32 年度）における施策 41「歴史・伝統文化を継承し活用

する」において、下記の基本方針を定めています。

基本方針（赤穂市総合計画からの引用）

地域に根ざした多様な文化財の調査や顕彰を行い、その保護・整備・継承を進めます。また、

文化に培われた貴重な文化財の保存・活用を進めるとともに、赤穂城跡・歴史博物館・民俗資

料館などの充実・活用を図り、多くの人々が本市の歴史や文化に親しめる環境づくりを推進し

ます。

この基本方針をもとに施策の展開として、

（1）歴史資源の保全整備

（2）地域文化財の保存・顕彰と伝統文化の継承・活用

（3）調査研究活動の充実と郷土資料の収集・公開活用

（4）歴史文化の交流するまちづくり

を設定し、事業を実施しています。

上記の基本方針や施策の展開は、あくまで行政が実施主体であり、赤穂市の歴史文化を守り

伝えていくためには、地域住民の手によって歴史文化を守り伝えていくことが不可欠です。そ

こで、地域の宝である歴史文化を守り伝えるための「あるべき姿」を下記のとおり提案します。

行政は、この「あるべき姿」を実現するため、様々な「しくみ」づくりを行う必要があります。

（3）地Ҭॅຽ౳がʜ

（1）地Ҭॅຽがʜ 日常的に親しめる
魅力を感じられる

簡単にアクセス（見学、参加など）できる

深く学べる
広く伝え、共有できる
活用しやすくする

深く学べる
広く伝え、共有できる
活用しやすくする
次世代に継承できる

（2）地Ҭ֎の人ʑがʜ 歴史文化遺産に
歴史文化遺産を

歴史文化遺産に関わる自立的な活動を立ち上げ、継続できる

赤穂の歴史文化を守り伝えるための「あるべき姿」

歴史文化遺産に

歴史文化遺産を

図 32	 赤穂の歴史文化を守り伝えるための「あるべき姿」
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第６章　　歴史文化を保護・活用するために　

3．歴史文化遺産を守り伝えるためのしくみづくり

（1）歴史文化遺産に関する組織体制の充実

行政は、前項で設定した「あるべき姿」を実現するためにさまざまな取組を行いますが、行

政側の限られた人員で、地域のあらゆる支援を行うことは困難です。

赤穂市では「赤穂市文化財保護連絡員」制度があり、市内各地区において計 24 名の市民の方々

を連絡員として委嘱しています。連絡員は市内の歴史文化遺産の巡視、調査、地域内の歴史文

化遺産普及活動への協力と啓発など、行政と市民の間を取り持つ調整役的な役割を果たしてい

ます。また、兵庫県にはヘリテージマネージャー（歴史文化遺産活用推進員）や兵庫県文化財

巡視員といった資格・制度があり、様々な分野に関して専門的な立場から支援を得ることがで

きます。今後はこうした制度をさらに活用・充実させるとともに、歴史文化遺産を活かしたま

ちづくりに際しては、より広範囲にわたる行政関係所管と常に相互連携し、より柔軟な支援体

制を構築していかなければなりません。

また現在、地域住民による自主的なまちづくり団体がすでに歴史文化遺産を活かした取組を

展開している地域があり、これらの団体との緊密な連携を図るとともに、歴史文化遺産を活か

した活動の担い手を新たに発掘・育成し、ともに歴史文化を守り伝えていく必要があります。

（2）調査・研究

市内の歴史文化遺産は、本構想に挙げ

たものだけではなく、まだまだ埋もれた

ままのものがたくさんあります。今後は、

市民と行政が協働して歴史文化遺産をさ

らに掘り起こすとともに、内容を豊かに

把握するため、継続的な調査・研究を行

うことが必要です。既に知られている歴

史文化遺産であっても、その歴史や価値

を明らかにすることによって、魅力が高

まっていくことでしょう。

このような調査が進めば「地域に根差

した歴史文化」、「地域を越えた歴史文化」、「赤穂を代表する歴史文化」の魅力が高まるだけ

でなく、物語の広がりが生まれる、または新たなテーマ・ストーリーが設定できる可能性もあ

ります。本構想のように、歴史文化遺産を群として捉えることによって、新たな価値が見いだ

されたり、地域のニーズに沿った調査・研究によって、まちづくりの視点に立った魅力の掘り

起こしにつながることも期待されます。このためにも、歴史文化遺産の調査・研究においては、

市民と行政の一層の連携と情報の共有が望まれます。

現地説明会・見学会の開催

発掘調査や史跡整備に伴う現地見学会を開催し、最
新成果を市民に伝えています。



245

第 6章　３．歴史文化を守り伝えるためのしくみづくり

（3）保存・保護

行政にとって、これまでどおり

地域の歴史文化遺産を保存・保護

することは必要不可欠ですが、本

構想で取り上げたような膨大な数

の歴史文化遺産を完全に保護して

いくことは、行政だけでは不可能

です。そのため地域住民の協力が

不可欠なことは言うまでもありま

せんが、失われつつある伝統文化

などについては、赤穂緞通の事例

（59 頁参照）のように、行政が主

体となって市民への積極的な働き

かけを行い、市民が自主的に活動す

るきっかけをつくるといった手法も

用いる必要があります。

（4）普及・活用・発信

歴史文化を伝えていくには、まずその存

在を知ってもらうことが大切です。地域内

だけでなく、より広く情報を発信し、赤穂

市の歴史文化を PR していく必要がありま

す。情報発信については、文化財担当だけ

でなく都市整備、観光商工、農林や環境等、

庁内の関係部局と連携しながら様々な効果

的な方法を検討していきます。例えば地域

に根差した歴史文化や、地域を越えた歴史

文化に注目した本構想の特徴を活用し、こ

れまで顧みられなかった新たな歴史文化の

ストーリーや周遊ルートの情報を積極的に発信するなど、様々な手法が考えられます。

また子どもたちへの継承、つまり学校教育については、子どもたちへのアンケート結果（第

７章参照）から、赤穂の自然や歴史文化に深い関心のあることがう伺えます。自分たちのまち

の成り立ちを知り先人の英知に学ぶことは、誇れるまちを築き上げるうえで大変重要です。こ

のため、学校教育はもとより社会教育の分野においても、深く連携を図っていかねばなりません。

こうした普及活動や情報発信にあたっては、人々の興味を引き付けるために、時代のニーズ

に合わせたあらゆる方法・手段を検討します。

小学生による史跡ガイド

小学校の総合的な学習の時間を活用し、赤穂義士に
ついて学び、調べたことを発表する場を設けるな
ど、様々な地域学習が行われています。

有年歴史公園を活用した学習

市内外の近隣小学校が遠足や校外学習に利
用しています。写真は有年原・田中遺跡公
園での校外学習。
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第６章　　歴史文化を保護・活用するために　

（5）地域等の自主的な活動への支援

歴史文化遺産の保護・活用を地域等が自主的に行うことは、歴史文化遺産を地域の宝とする

意識の高まりによって初めて可能となることであり、最も望ましい姿と言えます。こうした取

組に対しては、行政は専門的な見地から歴史文化遺産の保護措置についてのアドバイスや、よ

り広範で、詳細な情報提供を行うなど、自主的な活動への支援を行うことが必要です。また、

こうした活動から漏れてしまった歴史文化遺産の保護・活用をはじめ、積極的な情報発信を行

うなど、下から支える役割を果たし、自主的な活動の幅を広げる必要があります。なお、地域

の自立的な活動が軌道に乗ってくれば、行政は補助や助言等、側面支援を主体として動くこと

で、地域主体の持続可能な歴史文化遺産の保護と活用が推進されるように努めます。

図 33	 地域等と行政の連携イメージ

・地域の歴史文化の発見

　基礎調査、聞き取り、カルテ化など…

・歴史文化の価値の認識

　専門家講演会、展覧会、体験会、研修会など…

・歴史文化遺産の保存管理

　古民家再生、里山利用など…

・まちの魅力発信

　映像化、アートイベント、お宝自慢大会

　地域遺産の認定など…

・まちの歴史文化遺産の課題・活用検討

　ワークショップの開催など…

・歴史文化に関する個人や団体への支援

　観光ガイドなど…

・防災、避難訓練

・歴史文化遺産の基礎調査

・指定文化財や周知の遺跡の保護

　文化財保護法、保護条例など…

・歴史文化の周知普及

　パンフ等作成、映像化、赤穂市民遺産など…

・専門家や講師の派遣

・庁内の支援体制構築

　赤穂市文化財保護連絡員など…

・基盤整備

　施設整備・多言語化など…

・学校教育・社会教育との連携

・広域（関連自治体）の連携

・市の施策との整合・調整

・歴史文化に関する団体や個人への支援補助

・防災計画

஍Ҭɾຽؒɾઐ໳Ո౳ ɹɹ੓ߦ

協
働
・
連
携

地域の伝統行事復活の取組

地域住民によって、一旦は途絶えてしまっ
た伝統行事の復活が試みられています。写
真は港町坂越でかつて行われていたという
「坂越の嫁入り」。

まちづくり連絡協議会による文化財看板設置

市内各地区で住民による歴史文化
遺産を活かした取組が活発化して
います。
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（6）施設整備

赤穂市には、市立博物館・美術館が 5 館、歴史公園が 2 園整備されているほか、赤穂城跡整

備、文化財説明板・標柱設置をはじめとする様々なハード整備が行われてきました。しかしな

がら、これらはいずれも点としての整備であり、本構想で描き出した、地域または本市を代表

する歴史文化のストーリーを追えるような、面的な整備ではない点に課題が残ります。面的な

整備は、来訪者がストーリー性をもって訪れることができ、理解が深まる点に加え、ルート設

定が可能となる点など、様々なメリットがありますが、すべてを網羅的に整備するには費用敵

な面から、困難な場合が多いものと予想されます。

これらのことを勘案すると、地域もしくはストーリー毎に特定の既設建物を改修することで、

情報の小拠点的な役割を持たせ、それらをつなぎ合わせることにより、ストーリー性を表現す

ることが現実的であると考えられます。また、赤穂市総合計画や赤穂市教育基本振興計画でも

示されているように、将来的には、市全体における歴史文化遺産の保存・活用の中核的施設と

なる文化財センター等の整備も視野に入れる必要があります。

（7）防災

赤穂市では、地域防災計画（赤穂市防災会議 2017 年 3 月修正「赤穂市地域防災計画」）を

策定していますが、文化財については予防計画や災害発生時の体制、施設復旧に伴う埋蔵文化

財発掘調査体制等の整備について述べられているのみであり、本構想で扱った歴史文化遺産全

体について、方針をまとめているわけではありません。本構想によって、災害時における歴史

第 6章　３．歴史文化を守り伝えるためのしくみづくり

図 34	 拠点施設周辺の整備イメージ
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　ˎެԂ、社ࣉ、史跡、఻౷తݐ଄෺…
・��ത෺ؗ、ࢿྉؗなどط存施設Λ利用͠、
　ӡӦ͸ߦ੓ओ体

テーマを持った地区

・観光ルート 	 αイクϦンάಓ、΢ΥーΩンάಓ 

・周༡ルート 	 ं、όε・ిं 


◆既存施設を整備し、拠点施設に

　ത෺ؗ、ࢿྉؗ、ߟ古ؗ、ඒज़ؗܳ޻、まちฒΈؗ、

　ίϛϡχテΟηンλー、ެ 民ؗ、ू 会ॴ、௚ചॴ、

　঎ళ֗のۭళฮ、վ修͞Εͨ古民家など…

◆運営の主体

੓௚Ӧ、民ؒߦ　 	 地域ॅ民、地域ॅ民団体にΑる

　/10 法人、学校の෦活やαークルとの連携、社

　会෱ࢱ施設との連携、地ݩ঎ళ֗や個人঎ళと

　の連携おΑͼڠಇなど…

◆周遊ルートの充実

関とెาػ௨ަڞެ˓　

　˓自సंΛͨͬ࢖αイクϦンάやϙλϦンά

　˓自家用ं、πーϦンά、周༡όε…

　˓カψーやカϠックΛ利用ͨ͠ւ઒体験ルート

　˓古ಓ・֗ಓΛา͘΢ΥーΩンά・ϋイΩンά

　　関連の催ࣄ

　˓ۙྡ市ொଜの観光εϙットと連携ͨ͠、周༡

　　ルート開発 赤穂市の歴史文化の小拠点

ルート＝歴史文化を巡る散策路

赤穂市の歴史文化の拠点
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第６章　　歴史文化を保護・活用するために　

文化遺産のチェックリストが一

旦は完成したと言えますが、災

害時にこれらすべてを行政のみ

でチェックして回るのは難しい

でしょう。

今後の方策として、指定文

化財等については個別の防災

対策を検討するとともに、歴

史文化遺産全般については「地

域に根差した歴史文化」など

を地域で共有するなどし、地域

住民全員の目による予防活動と、

緊急時における防災・減災体制について、地域と連携したしくみづくりを進めていく必要があ

ります。また兵庫県教育委員会は、阪神・淡路大震災を契機として文化財防災体制の確立に取

り組んでおり、今後策定されるマニュアルに基づき、連携を図っていきます。

赤穂市における歴史文化遺産の被災については、地震、水損、火災が、最も可能性が高い

と考えられます。地震に対する備えとしては、歴史文化遺産の保存等施設の耐震化もしくは耐

震施設への移転のほか、歴史的建造物の事前診断などを行う必要があります。水損についても、

保存等施設の見直し、また水損時の救済マニュアルなどを作成していくことが望まれます。火

災への対策については、適切な保管方法や報知設備、消火設備の設置をそれぞれの実情に沿っ

て検討することが必要です。

（8）まちづくりにおける他関連分野との連携

赤穂市では、各分野の担当部局に

よってさまざまな計画が策定されて

おり、本構想も赤穂市総合計画の下

位計画に位置付けられます。しかし、

本構想で取り扱った歴史文化遺産は

単なる歴史文化資源ではなく、まち

づくりや観光・産業分野、景観分野

など、様々な分野がまちづくりを行

う際に必要不可欠な資源と言えます。

そこで今後のまちづくりを行うに

あたっては、「歴史文化遺産はまちづ

くりの関連分野をつなぐ」との共通

認識のもと、赤穂市の各担当部局と

常に連携を図っていく必要があります。

指定文化財を対象とした消防訓練（文化財防火デー）

毎年 1 度の恒例行事として、市内の指定文化財に
ついて消防訓練や予防査察・点検を行っています。

景観分野

まちづくり分野

観光・産業分野

その他関連分野環境分野

幼児教育分野
義務教育分野

生涯学習分野

歴史文化遺産分野

教育委員会

行政 地域 関連事業者等

図 35	 歴史文化遺産はまちづくりの関連分野をつなぐ
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第 6章　３．歴史文化を守り伝えるためのしくみづくり

（9）計画策定と見直し

本構想は、市内の歴史文化遺産

を整理し、その保存と活用の基本

方針を定めた基本構想であり、事

業を計画的かつ具現性のあるもの

にしていくためには、必要に応じ

てより具体的な活用計画等の策定

が望まれます。

また市内には、歴史上価値の高

い建造物とその周囲に歴史的まち

なみがよく残された地域や、一貫

した歴史的ストーリーをもつ地域が

多数存在しています。こうした地域

を維持・継承し、また活用に資する

ための歴史文化保存活用区域等の設定も、今後のまちづくりの動向に応じて検討していかなけ

ればなりません。なお、まちづくりを進めるにあたっては、本構想だけでなく赤穂市のそれぞ

れの所管において策定された関連計画との連携が不可欠であり、今後は歴史文化遺産を活かし

たまちづくりを推進するため、関連所管との継続的な協議の場を整備していく必要があります。

赤穂城跡本丸門での国際音楽祭

史跡を会場として、国際的なアーティストによるク
ラシックコンサートが行われています。

　みなさんは「あこ
う絵マップコンクー
ル」をご存知です
か？
　このコンクール
は、子どもたちの目

線で赤穂のまちの自慢や宝物を見つけても
らうことを目的としたもので、まちを歩い
てまちの人に聞き取りし、図書館で調べた
結果を、1 枚の独創性豊かな絵マップに落と
し込むものです。
　絵マップには、子どもたちの目線で発見
された赤穂の魅力が満ちています。この作
品展を見た大人たちは、今まで気づかなかっ
た赤穂の隠れた魅力を改めて知ることにな
るでしょう。
　あこう絵マップコンクールは実行委員会
が 2003 年から開始したもので、対象は小
学生以下の児童、幼児の個人またはグルー
プです。地元の関西福祉大学の協力や、国
土交通省国土地理院などが後援しており、
全国展への出品も行われています。

コラム
あこう
絵マップ
コンクール

　作品の主題は「津波から、みんなの命を
守りマップ！」「大型菌類分布調査 in ふれあ
いの森」「おうちのまわりのいきものずかん」
「赤穂御朱印絵マップ」「赤穂スイーツマッ
プ」「赤穂鉄道今昔 MAP」「赤穂探訪すごろ
くマップ」（いずれも 2016 年作品）など多
様な子どもの視点で自由に選ばれており、
かつ歴史文化遺産に注目したものが多いこ
とに特徴があります。

「津波から、みんなの命を守りマップ！」
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最後に、本構想はあくまで現段階におけるものであり、社会情勢や市民ニーズ等の変化によ

り柔軟に見直していく必要があります。「歴史文化を守り伝えるためのあるべき姿」に沿って

行われる実際の計画に基づく事業実施が、本構想の文言によって制限されるようなことがあっ

てはなりません。この「あるべき姿」に変更が生じた場合や、「しくみづくり」の項目に大幅

な変更が生じた場合、もしくは社会の要請や他関連計画との連携に伴って変更の必要が生じた

場合には、適宜見直しを行うこととします。

第 6章　　歴史文化を保護・活用するために

　ຊߏ૝のࡦఆに൐い、ࢢ಺小த学
児童生ెへのΞンέーτ調査を行ߍ
いました。
　ςーマは「赤穂のいいτコ」とし、
赤穂ࢢの޷きなもの、大ͩࣄとࢥう
もの、࢒したいものを自由に঺հし

てもらいました。ͦの結果はୈ̓ষにグϥϑとしてࡌܝし
ていますが、ここでは実ࡍに子どもたちがඳいたイϥスτ
をご঺հします。

コラム
Ͳ΋ͨͪࢠ
ͷྺ࢙จԽ
ͷΠϥετ




